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は，その研究成果を全 6 章に纏めたものである． 
第1章は序論で，研究の背景および目的，次章以降の概要を述べている．第2章では，露点温度，湿
球温度，沸点温度など高温高湿度乾燥における特徴的な温度パラメータについて湿度線図を用いて整
理すると共に，澱粉球を被乾燥物として乾燥実験を行い，気流湿度が乾燥機構に与える影響ならびに
乾燥後の性状に与える影響を見出している．第3章では，耐火断熱レンガを被乾燥物として乾燥実験
を行い，材料の質量，表面温度，中心温度の時間変化の詳細な測定から，高温高湿度乾燥における乾
燥過程のモデル化を行なっている．第4章では，気流の乾球温度および湿球温度が乾燥過程に与える
影響を実験的に調べ，高温高湿度乾燥における乾燥時間の予測式を得ている．さらに，第3章で提示
した乾燥モデルを用いて，熱流束の時間変化から乾燥時間を図式的に予測する方法を提案している．
第5章では，アマランス種子を対象に，高温高湿度乾燥の食品加工への適用可能性について調べ，気
流の温湿度や流速，試料の供給速度などの処理条件が加工後の種子の品質に与える影響を示している．
第6章は結論であり，本研究で得られた成果を要約している． 
以上のように，本論文の著者は，高温高湿度乾燥に関して，まず，露点温度，湿球温度ならびに沸
点温度について相互の関係を整理し，気流の湿度が乾燥機構に与える影響や乾燥後の製品性状に与え
る影響を明確にしている．また，気流の湿度が湿り多孔質材料の熱・水分移動に与える影響について
調べ，乾燥時間の予測が可能な高温高湿度乾燥のモデルを提示している．これらの成果は，省エネル
ギー型乾燥装置ならびに熱敏感性食品に対する加工装置の研究開発に寄与するところが大である．よ
って，本論文の著者は，博士（工学）の学位を受ける資格を有するものと認める． 
 
 
 
 
 
 
 
